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外部性とはなにか 
 
1. 外部性とは 
ある経済主体の活動が市場を通すことなく，別の経済主体に直接影響を与える

こと． 
・	
   	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
・	
 養蜂家とりんご農家，森林保全と漁業者，発明，借景，教育 
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Ø ごみ問題，大気汚染，水質汚染，土壌汚染，タバコ，携帯電話． 
 
 
2. 知的財産権 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 とは、物品に対し個別に認められる所有権（財産権）

のことではなく、無形のもの、特に思索による成果・業績を認めその表現や技

術などの功績と権益を保証するために与えられる財産権のことである。 
①	
 知的創作物：産業上の創作・文化的な創作・生物資源における創作 
②	
 営業上の標識：商標・商号等の識別情報・イメージ等を含む商品形態 
③	
 それ以外の営業上・技術上のノウハウなど、有用な情報 

 
新規で有用な技術を公開した発明者に対し，その公開の代償として，一定期間

その発明を独占的に使用できる権利を付与する制度． 
・	
 特許権は知的財産権のひとつ，特許法により規定． 

Ø 発明の保護を図りつつ，新しい技術を人類共通の財産として技術の
進歩を促進し，産業の発達に寄与することを目的として，一定の条

件のもとに発明者には特許権という独占的権利を与える． 
 
n なぜ知的財産権は保護されるべきなのか？ 
発明によって便益を受ける全ての人々が発明者に対価を支払わなけれ

ばならないとしたら，研究開発（R&D)のインセンティブは遥かに高ま
る．したがって，特許やその関連法は，発明者がより多くの報酬を獲得

できるよう，知的財産を保護することを目的としている． 
・	
 特許権，実用新案，意匠権，商標権，著作権 



n 特許とは 
新規で有用な技術を公開した発明者に対し，その公開の代償として，一定期

間その発明を独占的に使用できる権利を付与する制度． 
・	
 特許権は知的財産権のひとつ，特許法により規定． 
・	
 発明の保護を図りつつ，新しい技術を人類共通の財産として技術の進歩

を促進し，産業の発達に寄与することを目的として，一定の条件のもと

に発明者には特許権という独占的権利を与える． 
n 特許と特許法 
「この法律は、発明の保護及び利用を図ることにより、発明を奨励し、もっ

て産業の発達に寄与することを目的とする」（特許法第１条） 
・	
 発明や考案は，家や車のような有体物のように、目に見える形で誰かが

それを占有し，支配することは不可能． 
・	
 特許権は最大 20年間発明者に付与される． 

n 産業発展と特許 
・	
 発明活動が促進され産業の発展につながることが期待される． 
・	
 適切に保護されなければ，発明者は，自分の発明を他人に盗まれないよ

うに，秘密にする． 
・	
 海外から容易かつ無料で特許情報を閲覧できるため情報流出の問題が近

年深刻化． 
n 特許と技術 
保護の対象になるのは，自然法則を利用した技術的思想に限定 
・	
 単なる自然法則の発見などは保護の対象にならない． 
・	
 ゲームのルール，商取引の方法や会社の経営方法，金融保険制度の発明

なども，技術的思想にあたらないため日本国の特許法上，保護の対象と

ならない． 
・	
 いわゆるビジネスモデルの発明については，保護の対象となる場合も． 

 
特許出願件数（左）および実用新案出願件数（右）の推移 
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